
 

第 3 章 DSGE モデル 

【練習問題】 

解答 

練習問題（１）解答 

RBC モデルを再掲します。 
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ここで、��が i.i.d.でなく 
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を仮定しましょう。 

固有値分解法を用いると、p.110 の(3.20)式を参考にすると、 
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これをフォワード方向に解くと、 
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したがって、 
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となります。 



練習問題（２）解答 

データは、 

http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/b2010_result-2.html 

にある「生産･出荷･在庫･在庫率接続指数 1978 年 1 月～2012 年 12 月」の季節調整指

数を使用します。 

 ワークファイルを作り、iip というシリーズ名でデータを格納します。その後、メニ

ューバーにある「object」→「new object」→「SSpace」を選択します。 

以下のように書いて、Estimate を押せば ARMA(1,1)が推定されます。なお、定常性の

観点から変数は差分を使っています（Eviews では d(変数名)で差分を取ります）。 

推定結果は以下となっています。 

 



練習問題（３）および（４）解答 

データを、 

http://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/sokuhou/files/2013/qe133_2/gdemenu

ja.html 

から取ります。「四半期デフレーター季節調整系列(前期比)」を使います。 

（４）については、 

http://www.stat.go.jp/data/cpi/historic.htm#zenkoku 

から取ります。「月次 （1970 年 1 月～最新月）」を使います。 

 

基本的に練習問題（３）と（４）は同じ手順になります。 

これを（３）pi_gdp、（４）pi_cpi などとしてワークファイルに保存し、kalman.prg

を下記のように丸で囲んだ箇所を以下のように書き換えます（問題（４）の場合は

pi_cpi=q2*sv1 としてください）。 

 

なお、p.137 のプログラム 3.5 も場合によっては変える必要があります。たとえば、パ

ラメータ値が大きいと NK モデルを解く際の根が虚数になることがあります。ここでは、

それを避けるため１行目の tau を 0.03 にしています。 



参考までに推定値のヒストグラムを載せておきます。 
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